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主
日
　

太
コ
　

　

完
一

特
に
公
益
団
体
と
し
て
当
会
で
は
、
納
税
準
備
預
金
運
動
を
始
め
ま
し
た
。
ひ
ら
た

く
申
せ
ば
、　
一
週
間
に

一
度
あ
る
い
は

一
ヶ
月
に

一
度
と
年
間
の
お
お
よ
そ
の
納
税
額

を
預
金
を
す
る
運
動
で
す
。
細
税
は

一
日
遅
れ
て
も
滞
納
と
な
り
ま
す
。
明
る
い
生
活

は
納
税
か
ら
で
す
。

河
の
流
よ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
え
の
水
に
あ
ら
ず

年
年
歳
歳
花
相
似
た
り
、
茂
茂
年
■
人
同
じ
か
ら
ず

私
は
ご
挨
拶
に
昨
年
の
出
来
事
は
新
聞
を
読
め
ば
分
か
る
事
と
羅
列
を
し
た
事
が
無
か
っ

た
の
で
す
が
、
今
回
は
ど
う
し
て
も
お
許
し
を
い
た
だ
き
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

元
横
綱
大
鵬
、
パ
ソ
コ
ン
遠
隔
操
作
事
件
、
中
国
微
小
粒
子
状
物
質
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
参
加
、
三
浦
雄

一
郎
氏

エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
、
富
士
山
世
界
遣
産
、
小
泉
元
首
相
原
発
無

あ
わ
せ
て
、
昨
年
中
に
賜
り
ま
し
た
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
に
対
し
厚
　
　
用
論
、
借
金
１
０
０
０
兆
円
突
破
、
福
鳥
原
発
汚
染
水
漏
れ
、
イ
チ
ロ
ウ
４
０
０
０
本

安
打
、
婚
外
子
相
続
改
正
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
決
定
、
イ
プ
シ
ロ
ン
、
消
費
税
８
％

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
会
は
昨
年
同
様
に
青
色
申
告
制
度
普
及
支
援
と
会
勢
拡
大
の
基
盤
を
固
め
、
皆
様
　
　
決
定
、
九
州
な
な
つ
星
、
楽
天
日
本

一
、
猪
瀬
都
知
事
５
千
万
辞
任
、
尖
問
諸
島
、
竹

に
お
役
に
た
つ
青
色
申
告
会
と
し
て
、
税
務
行
政

へ
の
ご
協
力
な
ど
役
職
員

一
同
気
持
　
　
島
、
大
手
レ
ス
ト
ラ
ン
の
食
材
偽
装
、
日
経
平
均
株
価
の
高
騰
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ

を
引
き
締
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
せ
ん
。

本
年
も
練
馬
西
税
務
署
の
酒
井
署
長
を
は
じ
め
と
す
る
国
税
当
局
、
関
係
諮
団
体
の
　

　

　

一
番
心
配
な
の
は
、
福
島
原
発
放
射
能
汚
染
拡
散
解
決
が
い
つ
に
な
る
の
か
、
さ

っ
ぱ

ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
♀
Ｔ
ａ
ｘ

舎
弓
子
申
告
）
の
普
及
支
援

・
白
色
　
　
り
と
分
ら
な
い
事
で
す
。
福
島
県
を
支
援
し
よ
う
―
の
募
金
活
動
を
当
会
は
し
て
い
ま
す
。

申
告
者
の
記
帳
義
務
化
に
伴
う
支
援

・
消
費
税
８
％
へ
の
対
応

ヽ
記
帳
、
決
算
、
申
告
、　
　
　
文
句
を
言
え
ば
き
り
が
無
い
、
歩
か
な
く
て
は
前
に
進
ま
な
い

納
税
な
ど
に
適
切
な
対
応
を
し
て
参
る
所
存
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
も
、
練
馬
西
青
色
申
告
会
は
皆
様
と
共
に
未
来

へ
向
か

っ
て
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

奮

西
税
務
署
長

酒

井

正

美

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
練
馬
西
青
色
申
告
会
会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
春

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

青
木
会
長
を
は
じ
め
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
は
、
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に

つ
き
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
当
署
の
事
務
運
営
も
順
調
に
推
移
し
、
新
年
を
迎
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
誠
実
な
納
税
者
団
体
と
し
て
、
記
帳
指
導
、
研
修
会
の

開
催
な
ど
、
幅
広
い
活
発
な
事
業
活
動
を
通
じ
て
、
青
色
申
告
制
度
の
普
及

・
定
着
並

び
に
納
税
道
義
の
高
揚
に
尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
本
年
も
引
き
続
き
活
発
な
事
業
活
動
を
展
開
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
ど
も
が
税
務
行
政
を
行
う
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
申
告
納
税
制
度
の
基
本

を
支
え
る

「適
正
か
つ
公
平
な
税
務
行
政
の
推
進
」
と

「
納
税
環
境
の
整
備
」
と

い
う

二
つ
の
国
民
の
皆
様
か
ら
の
負
託
に
応
え
て

「
信
頼
さ
れ
る
税
務
行
政
」
を
引
き
続
き

行

っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

練
馬
西
青
色
申
告
会
の
皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も
引
き
続
き
、
税
務
行
政
に
対
し
ま

し
て
ご
理
解

・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
ま
も
な
く
、
平
成
二
十
五
年
分
の
所
得
税
、
復
興
特
別
所
得
税
、
消
費
税
等

及
び
贈
与
税
の
確
定
申
告
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
税
務
署
で
は
、
国
税
電
子
申
告

・
納

税
シ
ス
テ
ム
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
拡
大
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
Ｐ

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
は
、
納
税
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
い
う
点
で
重
要
で
す
。
ま
た
、
事
務
処

理
の
効
率
化
を
通
じ
て
行
政

コ
ス
ト
の
削
減
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
ご
ざ

い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
是
非
と
も
♀
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、　
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
練
馬
西
青
色
申
告
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。



(2)

ま
も
な
く
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り

ま
す
。
青
色
申
告
会
事
務
所
を
ご
利
用
に
な

る
際
は
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
満
期
保
険
金
が
あ
る
場
合

平
成
２５
年
中
に
生
命
保
険
金
や
損
害

保
険
金
が
満
期
と
な
っ
た
場
合
は
、
受

け
取
っ
た
満
期
保
険
金
、
今
ま
で
に
支

払
っ
た
掛
金
又
は
保
険
料
を
記
載
し
た

書
類

（書
類
が
手
元
に
な
い
場
合
は
そ

の
書
類
を
満
期
に
な
っ
た
保
険
会
社
か

ら
取
り
寄
せ
る
か
そ
の
金
額
を
調
べ
る
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

★
公
的
年
金
等

日
本
年
金
機
構
等
か
ら
の
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
は
毎
年
１
月
の
末
日

頃
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
源
泉

徴
収
票
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

★
社
会
保
険
料
控
除
等

確
定
申
告
の
際
、
社
会
保
険
料
控
除

の
う
ち
国
民
年
金
保
険
料
等

（国
民
年

金
法
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
と
し
て

負
担
す
る
国
民
年
金
の
保
険
料
及
び
国

民
年
金
基
金
の
加
入
者
と
し
て
負
担
す

る
掛
金
）
、
小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金
控

除
、
生
命
保
険
料
控
除

（新
生
命
保
険

料
、
旧
生
命
保
険
料
、
新
個
人
年
金
保

険
料
、
旧
個
人
年
金
保
険
料
、
介
護
医

療
保
険
料
）、
地
震
保
険
料
控
除
に
つ
い

て
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
保
険
料
等
の
金
額
に
つ
き
、
こ
れ

ら
の
支
払
い
を
し
た
旨
を
証
す
る
書
類

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国
民
健

康
保
険
料
は
従
来
通
り
平
成
２５
年
分
の

支
払
額
を
正
確
に
計
算
し
て
あ
れ
ば
、

そ
の
支
払
い
を
し
た
旨
の
書
類
を
添
付

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
消
費
税
課
税
事
業
者
の
有
無
等

平
成
２３
年
分
の
課
税
売
上
高
が

一
千

万
円
を
超
え
て
い
る
方
は
、
平
成
２５
年

分
の
確
定
申
告
で
課
税
売
上
高
が

一
千

万
円
以
下
で
あ
る
場
合
で
も
課
税
事
業

者
に
な
り
ま
す
の
で
平
成
２４
年
分
、
２３

年
分
、
２２
年
分
の
決
算
書

・
所
得
税
確

定
申
告
書

・
消
費
税
の
確
定
申
告
書
を

ご
来
所
の
際
、
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

課
税
売
上
高
に
は
商
品
や
製
品
の
販
売

代
金
、
請
負
工
事
代
金
、
サ
ー
ビ
ス
料
等
、

貸
店
舗
や
貸
事
務
所
の
賃
貸
料
の
ほ
か

業
務
に
使
用
し
て
い
る
建
物
、
車
両
、

機
械
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
減
価
償
却
資

産
の
売
却
代
金
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
平

成
２３
年
に
建
物
等
の
議
渡
を
行

っ
た
方

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
課
税
事
業
者
の
う
ち
簡
易
課

税
を
選
択
し
て
い
る
方
で
２
つ
以
上
の

業
種
を
お
持
ち
の
方
は
そ
の
年
分
の
課

税
売
上
の
内
訳
を
そ
の
業
種
ご
と
に
区

分
し
て
記
帳
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

☆
納
付
し
た
又
は
還
付
を
受
け
た

消
費
税
の
処
理

平
成
２４
年
分
の
消
費
税
の
確
定
申
告

で
消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て

納
付
し
た
消
費
税
額
で
平
成
２４
年
に
未

払
金
処
理
を
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、

平
成
２５
年
分
の
経
費

（租
税
公
課
）
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
分
割
払
い
を
し
て

い
る
方
は
、
そ
の
支
払

っ
た
金
額
で
は

な
く
平
成
２５
年
分
の
経
費

（租
税
公
課
）

に
な
り
ま
す
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

逆
に
還
付
を
受
け
た
消
費
税
額
で
平

成
２４
年
に
未
収
金
処
理
を
し
て
い
な
い

場
合
に
は
平
成
２５
年
分
の
収
益

（雑
収

入
）
と
な
り
ま
す
。

納
付
し
た
又
は
還
付
を
受
け
た
消
費

税
額
の
記
帳
処
理
を
し
て
い
な
い
会
員

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

☆
受
取
利
息
の
処
理

預
金
通
帳
に
２
月
及
び
８
月
頃
に
決

算
利
息
等

（受
取
利
息
）
の
名
目
で
入

金
欄
に
記
帳
さ
れ
て
い
る
金
額
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
金
額
を
収
益

（商
売
を

さ
れ
て
い
る
方
は
雑
収
入
や
売
上
、
ア

パ
ー
ト
や
駐
車
場
な
ど
を
貸
し
付
け
て

い
る
方
は
賃
貸
料
や
そ
の
他
の
収
入
金

額
等
）
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
会
員

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
受
取
利
息
は
、
所
得
税
法
上
は

利
子
所
得
と
な
り
源
泉
分
離
課
税
と
し

て
処
理
さ
れ
る
も
の
な
の
で
売
上
や
雑

収
入
、
賃
貸
料
、
そ
の
他
の
収
入
の
よ

う
な
収
益
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
預
金
通
帳
に
受
取
利
息
が
記

帳
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
そ
の
金
額
は

事
業
主
借
と
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

★
車
の
買
換
え
を
し
た
場
合

車
の
買
換
え
を
さ
れ
た
方
は
、
下
取

り
に
出
し
た
車
の
ほ
う
の
帳
簿
価
額
は

前
年
分
の
決
算
書
で
明
ら
か
に
で
き
ま

す
が
、
そ
の
下
取
り
に
出
し
た
車
の
下

取
り
価
額
、
新
し
く
購
入
し
た
車
の
購

入
価
額
、
自
動
車
保
険
料
、
自
動
車
税

額
等
は
新
し
く
購
入
し
た
車
の
資
料
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
新
し
く
購

入
し
た
車
に
つ
い
て
ロ
ー
ン
を
組
ん
だ

場
合
に
は
借
入
金
等
の
返
済
明
細
書
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
車
の
買
換

え
を
さ
れ
た
方
は
こ
れ
ら
の
書
類
も
必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。
な
お
、
業
務
の
用
に
使
用
し
て

い
た
車
の
下
取
り
価
額
は
消
費
税
の
課
税

売
上
に
含
め
て
消
費
税
額
を
計
算
し
た
り

課
税
事
業
者
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
の
判

定
金
額
の
１
千
万
円
に
加
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

☆
税
金
の
還
付
を
受
け
る
方

還
付
さ
れ
る
税
金
の
振
り
込
ま
れ
る

銀
行
名
、
支
店
名
、
預
金
の
種
類
、
日

座
番
号
を
調
べ
て
く
だ
さ
い
。

☆
土
地
建
物
等
を
譲
渡
し
た
場
合

土
地
建
物
等
を
譲
渡
し
た
方
、
収
用

等
に
よ
り
資
産
を
譲
渡
し
た
方
、
特
定

土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
た
め
に
土
地

等
が
買
い
取
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
方
は
、

金
額
も
大
き
く
、
か
つ
、
税
法
上
の
解

釈
や
判
定
も
困
難
で
す
の
で
、
青
色
申

告
会
事
務
所
で
は
独
自
に
処
理
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、

事
前
に
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
（内
容
に
よ
っ
て
は

全
て
税
務
署
に
お
ま
か
せ
す
る
こ
と
に

な
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
）

☆

ｅ
Ｅ
Ｔ
ａ
ｘ
の
注
意
点

当
会
で
は

ｅ
，
Ｔ
ａ
ｘ

（電
子
申
告
）
を

会
員
の
皆
様
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

そ
＞」で
、
確
定
申
告
時
に
♀
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信

さ
れ
る
方
は
必
ず
次
の
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

○
電
子
証
明
書
付
の
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド

（住
基
カ
ー
ド
）

○
各
種
パ
ス
ー
ワ
ー
ド
　
次
の
番
号
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

１
．
初
期
設
定
を
さ
れ
て
い
な
い
方

（１
）
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
用

暗
証
番
号

４
け
た
の
数
字

（２
）
電
子
証
明
書
用
暗
証
番
号

４
け
た
以
上
１６
け
た
以
内
の

数
字
、
英
大
文
字

１
．
初
期
設
定
を
さ
れ
た
方

各
種
パ
ス
ワ
ー
ド
の
管
理
用
紙

（注
）
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
電
子

証
明
書
を
平
成
２２
年
２
月
１５
日
以
前
に

取
得
し
た
方
は
有
効
期
限
が
切
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

（住
基
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ

て
い
る
有
効
期
限
は
電
子
証
明
書
の
有

効
期
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

★
会
計
ソ
フ
ト
の
使
用
者
に
対
す
る
お
願
い

会
計
ソ
フ
ト
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方

は
会
計
ソ
フ
ト
使
用
に
よ
る
決
算
書
の

作
成
時
間
を
迅
速
に
す
る
た
め
、
Ｕ
Ｓ

Ｂ
及
び
Ｆ
Ｄ
な
ど
の
記
憶
媒
体
に
く
わ

え
て
、
仕
訳
帳
、
現
金
出
納
帳
、
決
算

書

（損
益
計
算
書
や
貸
借
対
照
表
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
）
の
１
ペ
ー
ジ
か
ら

４
ペ
ー
ジ
ま
で
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し

た
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
決
算
相
談
時
間
は
１
人

一
時

間
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
理

解
の
ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。

☆
使
用
す
る
決
算
書
及
び
所
得
税
確
定

申
告
書
に
つ
い
て

平
成
２５
年
分
の
確
定
申
告
時
に
使
用
す

る
決
算
書
及
び
所
得
税
確
定
申
告
書
の
様

式
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
提
出
す
る
決

算
書
及
び
所
得
税
確
定
申
告
書
は
平
成
２５

年
分
以
降
用
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

★
源
泉
徴
収
税
額
表
の
使
用

平
成
２５
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
４９
年

‐２
月
３‐
日
ま
で
の
間
に
生
ず
る
所
得
に

つ
い
て
は
、
源
泉
所
得
税
を
徴
収
す
る
際
、

復
興
特
別
所
得
税
を
併
せ
て
徴
収
し
、

源
泉
所
得
税
の
法
定
納
期
現
ま
で
に
、

そ
の
復
興
特
別
所
得
税
を
源
泉
所
得
税

と
併
せ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
税
額
表
の
税
額
に
は
復
興
特
別

所
得
税
相
当
額
が
含
ま
れ
て
お
り
、
「平

成
２４
年
分
源
泉
徴
収
税
額
表
」
と
は
税

額
が
異
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
平
成
２５

年
分
の
源
泉
徴
収
税
額
を
求
め
る
際
に
は
、

平
成
２５
年
分
の
税
額
表
を
ご
使
用
し
、

平
成
勢
年
分
以
前
の
税
額
表
は
使
用
し

な
い
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。



(3)

税

務

講

習

会

平
成
２５
年
Ｈ
月
２８
日
（木
）
に
税
務
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

時
間
は
午
前

１０
時
か
ら
Ｈ
時
３。
分
ま

で
の
１
回
の
み
で
講
義
時
間
は
９。
分
で
し
た
。

内
容
は
練
馬
西
税
務
署
個
人
課
税
第
一

部
門
の
片
平
稔
統
括
官
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

続
い
て
村
田
憲
治
総
括
上
席
が
調
査
手
続

き
の
留
意
点
を
、
最
後
に
吉
田
禎
治
上
席

調
査
官
が
講
師
と
し
て
、
税
制
改
正
に
つ
い

て
の
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
５
名
で
、講
義
終
了
後
も
ひ
っ

き
り
な
し
に
質
問
を
す
る
な
ど
、
熱
心
な

態
度
で
講
習
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。

講義する     あ いさつする

村田憲治総括上席   片 平稔統活官

第
二
回
弁
護
士
に
よ
る

「
不
動
産
所
得
者
の
た
め
の
講
習
会
」
開
催

～
家
賃
浦
納
の
対
処
法
に
つ
い
て
～

参
加
者
は
１８
名
と
前
回
に
引
続
き
盛

況
で
し
た
。

吉
田
禎
治
上
席
調
査
官

昨
年
の
Ｈ
月

１５

印嘩　印争オ一帥い］卵韓

し
た
。

講
師
は
、
石
神

井
公
園
駅
近
く
で

開
業
さ
れ
て
い
る

介
護
上
の
相
岸
愛

先
生
で
、
講
習
内

容
は
、
家
賃
滞
納

す
る
賃
借
人
に
対

し
て
①
支
払
請
求
す
る
場
合
の
江
意
点

②
連
帯
保
証
人
へ
の
未
払
賃
料
の
請
求
に

つ
い
て
０
分
割
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
は
ど

う
す
る
か
Ｏ
貨
貸
借
契
約
は
い
つ
解
除
で

き
る
か
。
等
の
内
容
を
詳
し
く
お
話
頂
き

ま
し
た
。
ま
ず
は
一日
で
も
過
ぎ
た
ら
何
ら

か
の
方
法
で
連
絡
す
る
こ
と
が
大
切
と
い

う
こ
と
で
、
実
際
の
通
知
書
の
書
き
方
の

兄
本
を
元
に
講
習
頂
き
ま
し
た
。

大
家
さ
ん
の
注
意
点
は
、
鍵
を
勝
手
に

交
換
す
る
行
為
は
不
動
産
侵
奪
罪
（刑
法

２
３
５
条
の
２
）
、
勝
手
に
中
に
立
ち
入
る

行
為
は
住
宅
償
人
罪
（刑
法
１
３
０
条
）
、

勝
手
に
荷
物
を
持
ち
出
す
行
為
は
窃
盗

罪
（刑
法
２
３
５
条
）
や
器
物
損
壊
罪
（刑

法
２
６
１
条
）
に
該
当
す
る
可
能
性
も
あ

り
、
注
意
が
必
要
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の

行
為
は
、
建
物
明
渡
し
の
裁
判
に
よ
り
判

決
を
と
り
、
そ
の
後
、
強
制
執
行
を
申
し

立
て
、
執
行
官
が
行
う
べ
き
行
為
と
で
つ

こ
と
で
、参
加
さ
れ
た
大
家
の
皆
さ
ん
は
不

利
な
こ
と
ば
か
り
と
嘆
い
て
お
ら
れ
る
様

ヤ十
で
し
た
。

最
後
に
費
用
が
安
い
簡
易
裁
判
所
の
支

払
瞥
促
手
続
き
、少
額
訴
訟
手
続
き
等
の

お
話
も
あ
り
、
充
実
し
た
講
習
会
で
し
た
。

お
忙
し
い
な
か
講
師
を
お
引
受
け
頂
き

ま
し
た
相
澤
愛
先
生
、
そ
し
て
ご
参
加
く

不動産所得者のための議習会風景

だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ま
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
精

第

一回

「
不
動
産
と
税
金
の
し
く
み

に
つ
い
て
の
講
習
会
」
開
催

Ｈ
月
１９
日
（火
）
午
前

ｌｏ
時
か
ら
初
め

て
の
企
画
と
し
て
、
練
馬
都
税
事
務
所
の

ご
協
力
を
頂
き
「
不
動
産
と
税
金
の
し
く

み
に
つ
い
て
の
識
習
会
を
開
催
し
て
１５
名
の

ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

始
め
に
、
「ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
都
税
２
０
１
３
」

の
冊
子
を
元
に
不
動
産
取
得
税
の
軽
減
に

つ
い
て
固
定
資
産
税
課
不
動
産
取
得
税
係

長
谷
川
係
長
か
ら
討
義
を
受
け
ま
し
た
。

不
動
産
取
得
税
の
時
減
に
は
、
住
宅
の
時

減
と
住
宅
用
土
地
の
軽
減
が
あ
り
、
住
宅

の
離
減
は
床
面
積
等
の
要
件
に
ご
注
意
。

住
宅
用
上
地
の
軽
減
は
、
土
地
の
取
得
が

先
の
場
合
で
中
古
で
あ
れ
ば
一年
以
内
、新

架
で
あ
れ
ば
二
年
以
内
で
、
転
売
し
た
場

合
は
土
地
と
建
物
が
同
一人
で
あ
る
こ
と
の

要
件
に
ご
注
意
と
い
つ
こ
と
で
、板
書
の
図

解
で
丁
年
に
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。
続
い

て
、
同
定
資
産
税
係
玉
槻
係
長
か
ら
同
定

資
産
税
・都
市
計
画
税
の
あ
ら
ま
し
と
主

な
減
額
・減
免
制
度
に
つ
い
て
の
講
義
を
受

け
ま
し
た
。
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税

暉

の
納
税
通
知
書
等

強

の
見
方
の
説
明
が

爺

あ
り
、
同
通
知
吉

引

や
課
税
明
細
吉
は

ひ

同
じ
も
の
は
再
発

卸
　
行
が
で
き
な
い
の
で
、

翻
，捨
て
な
いよ
つヽに

駒
　
と
の
こ
と
で
し
た
。

造幣局見学とサンシャイン展望

11月8日、女性部主催の造幣局 (東京支社)

見学を行いました。場所が池袋サンシャインシテ

ィーのすぐ傍という近場でしたので、現地集合・現

地解散とし気軽にご参加いただけるようにしました。

参加者は男性3名を含む計22名でした。

池袋の造幣局では①プルーフ貨幣の製造②勲

章の製造③貴金属の品位証明、以上の3つの

事業を主に行っています。

午前9F寺1こ見学開始です。造幣局の紹介ビデ

オを10分程観た後、職員の澤木さんの案内で博

物館に入りました。そこには順次製造販売中の

各都道府県プルーフ貨幣、撮影厳禁の勲章、オ

リンピックメダル、江戸時代の大判小判から現代

の貨幣までが整然と展示されていました。その中

でも現物を観て感動したのは大勲位菊花章頸飾

です。日本で最高位のこの勲章は、細工は勿論

のこと七宝焼きの彩色が素晴らしく、印刷物では

判らない繊細なディテールは一見の価値ありです。

皆様も代わる代わる1こ覗き込み見惚れていました。

また、5百万円以上の寄附をすると貰える勲章が

あるとの説明では皆様どっと湧いていました。

次に博物館から工場へ移動して、プルーフ貨

幣の製造工程を見学しました。現在使用される

貨幣の裏表の見分け方は、法律で定められては

いませんが、造幣局では年号の刻印がある面を

裏としているとのことです。10時半には全ての見

学を終え、集合写真を撮り、造幣局を後にしました。

澤木さんの面白おかしく丁寧な説明により、楽し

い見学会となりました。この紙面を借'サて御礼申

し上げます。

そして、サンシャイン60の59階レストランヘ移動

です。都心部を見渡せるゆったりとした展望個室で、

雑談しながらランチをとり輩沢なひとときを過ごせ

ました。ご参加いただきました皆様お疲れさまでした。

女性部主催企画は、女性限定と表記されてい

ない限りどなたで

も参加可能です

ので、男性の方

もどんどんご参加

ください。お待ち

しております。

事務局 高倉 造常局前にて

ま
た
、
住
宅
の
新
架
・改
築
し
た
場
合

の
減
額
・減
免
に
つ
い
て
は
、耐
震
六
リ
ア
フ

リ
ー
・省
モ
不
等
々
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い

る
の
で
、
概
要
の
表
を
見
な
が
ら
説
明
を

頂
き
ま
し
た
。

最
後
の
住
宅
用
地
と
非
住
宅
用
地
の

税
負
担
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
土
地
係
田
中

ｉ
任
か
ら
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
青

色
申
告
会
で
は
、
都
議
会
議
員
の
方
々
に

固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
の
軽
減
措

世
の
継
続
の
要
望
運
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と

の
お
話
を
入
れ
さ
せ
て
頂
き
討
習
会
を
終

了
し
ま
し
た
。
一二
名
の
講
師
の
皆
さ
ま
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
お
か
げ
で
、
と
て
も
充
実
し
た

講
習
内
容
で
し
た
。

公
務
ご
多
忙
の
な
か
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
練
馬
都
税
事
務
所
の
皆
さ
ま
、
そ

し
て
、す
」参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ま
に

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋



複
式

簿

記
講

習
会

（
決
算

編

）

平
成
２５
年

１２
月
９
日
⌒月
）
１０
日
⌒火
）
、
Ｈ
Ｈ
⌒水
）
に
複
式
簿
記
決
算

編
討
習
会
が
開
住
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
午
前
の
部
と
年
後
の
部
で
、
同

じ
講
義
を
そ
れ
ぞ
れ
３
時
間
ず
つ
行
い
、参
加
者
は
合
計
で
Ｈ
名
で
し
た
，

講
義
内
容
は
、
被
馬
西
市
色
中
件
公
事
務
局
職
貝
が
誰
師
と
な
り
、

‐２
月
３‐
日
現
在
の
決
第
十
叫
前
の
残
高
試
算
次
か
ら
決
算
キ
を
作
成
す

る
ま
で
の
流
れ
を
、
棚
卸
来
の
作
成
、減
価
償
却
骨
の
計
算
、
経
費
の
家
■

按
分
な
ど
の
決
算
権
叫
事
頭
に
つ
い
て
、
張
体
伝
票
の
作
成
、
総
勘
定
元

帳
へ
の
転
記
及
び
午
次
柿
め
切
り
と
翠
午
へ
の
繰
越
し
、
粘
併
次
の
作
成

方
法
に
つ
い
て
９
汎
明
な
ど
を
簡
単
な
テ
キ
ス
ト
を
用

い
て
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
一）の
計
習
会
は
会
計
ソ
フ
ト
を
使
用
し
な
い

子
キ
き
の
誰
習
会
で
あ
り
、
平
成
２６
年
も
開
化
す
る

予
定
で
す
の
で
、
手
書
き
の
方
だ
け
で
な
く
、
〈ム
計
ソ

フ
ト
を
使
用
し
て
い
る
方
で
も
複
式
神
記
の
記
帳
方

法
を
学
習
し
た
い
方
は
ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
．

詳
細
は
チ
ラ
シ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
．

ブ

ル
ー

リ
タ

ー

ン
Ａ
決
算
整

理
講

習
会

‐２
月
１７
日
・
１８
日
の
２
日
間
に
波
り
会
計
ソ
フ
ト
「ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン
Ａ
」

の
決
算
猪
理
討
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
Ｈ
間
で
計
的
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

決
算
率
理
は
ｉ
に
減
価
償
却
・棚
卸
・維
安
の
家
“
按
分
な
ど
最
終
的

に
損
益
計
算
吉
と
貸
借
対
照
表
を
作
成
す
る
た
め
の
一述
の
子
続
き
で

す
。
今
回
の
討
習
で
は
話
々
の
決
算
啓
理
の
内
容
を
評
し
く
説
明
し
、
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
い
て
か
ら
会
計
ソ
フ
ト
の
人
力
を
行
い
ま
し
た
。
特
に

減
価
償
却
に
つ
い
て
は
定
額
法
の
他
に

一
括
償
却
・即
時
償
却
，均
等
償
却

な
ど
償
却
の
仕
方
が
複
数
あ
る
為
、
時
間
を
か
け
て
説
明
し
ま
し
た
．

ヤ党
討
者
の
皆
様
か
ら
は
た
く
さ
ん
Ｑ

法
真
問
を
い
た
だ
き
、
決
算
ｋ
挫

へ
の
関
心
の
高
さ
が
何
え
ま
し
た
。

そ
の
後
練
習
問
題
に
米
づ
き
入
力
を
行
い
ま
し
た
。
波
価
償
却
の
入
力

は
や
や
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
―十‐‐

題
な
く
入
力
で
き
ま
し
た
。

日
々
の
入
力
と
逃
い
決
算
坐
理
の
入
力
は
年
に
一度

の
為
、
△ム
計
ソ
フ
ト
を
お
使
い
の
方
の
中
に
は
苦
手
な

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
．
■
務
局
の
方
で
は
討
ギ
会
の

他
に
も
個
別
で
の
相
法
に
も
応
じ
ま
す
の
で
、
決
算

坐
叫
の
十
手
な
方
は
ぜ
ひ
お
時
間
の
あ
る
時
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
ぅ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
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青
年
部
主
催
「格
闘
技
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
開
催

「
月
２０
日
（水
）
午
後
７
時
か
ら
青
年
部
主
催
企
画
「格

闘
技
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き

２
度
目
の
開
催
で
し
た
。
今
回
は
ご
家
族
で
の
参
加
を
含
め
、

６
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
催
場
所
は
青
年

部
の
湊
副
部
長
が
開
い
て
い
る
「手
ノ
ジ
ョ
イ
フ
ァ
イ
テ
イ
／
グ

道
場
」
で
し
た
。
湊
副
部
長
に
は
昨
年
に
引
き
続
き
講
師
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
内
容
は
、格
闘
技
の
動
き
に
基
づ
い
て

一

連
の
運
動
を
行
っ
て
い
く
と
い
つ
も
の
で
す
。
初
め
に
基
本
的

な
構
え
方
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、ジ
ャ
．フ
や
ス
ト
レ
ー
ト
・

フ
ッ
ク
・ア
ッ
パ
ー
な
ど
パ
ン
チ
の
基
本
的
な
動
き
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
そ
れ
ら
の
コ
／
ビ
ネ
ー
シ
Ｆ
／
を
行
い
、

回
じ
蹴
り
を
中
心
に
キ
ッ
ク
も

一
通
り
行
い
ま
し
た
。

次
に
ミ
ッ
ト
を
使
っ
て
の
パ
ン
チ
と
キ
ッ
ク
の
打
ち
込
み
を

行
い
ま
し
た
が
、皆
さ
ん
の
動
き
が
だ
ん
だ
ん
良
く
な
っ
て
き

て
、ヽ

ッヽ
ト
に
打
ち
込
む
い
い
音
が
道
場
に
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、昨
年
に
は
な
か
っ
た
約
束
ス
パ
ー
リ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。
ス
パ
ー
リ
ン
グ
は
組
に
な
っ
て
自
由
に
技
の
攻
防
を

行
う
も
の
で
す
が
、
「約
束
」
と
あ
る
通
り
、出
す
技
を
あ
ら
か

じ
め
決
め
て
行
う
も
の
で
す
。
，↑の
こ
ろ
に
な
る
と
み
な
さ
ん

結
構
疲
れ
て
き
ま
し
た
が
、と
て
も
楽
し
そ
う
に
ス
パ
ー
リ
ン

グ
を
行
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

お
お
よ
そ
１
時
間
の
エ
ク
サ
サ
イ
ス
で
し
た
が
、皆
さ
ん
と

て
も
い
い
汗
を
か
い
て
い
た
だ
い
て
笑
顔
が
絶
え
な
い
１
時
間

で
し
た
。
ま
た
来
年
以
降
も
青

年
部
の
企
画
と
し
て
開
催
し

て
い
く
予
定
で
す
の
で
、す
」
興

味
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
講
師

の
湊
副
部
長
と
お
忙
し
い
中
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　
武
藤

提出と申告はゃお早めに!!

■給与支払報告書
……………提出先 i市区町村

■固定資産税 (1賞却資産)

期 国

・…………・提出先 i都税事務所 期 国

■法定調書 律R酬、料金・契約金など)
……………提出先 i税 務 署  期 国

■所得税 …提出先i税務署  期 日

■贈与税 …提出先 :税務署  期 国

■)肖費税 …提出先 i税務署  期 国

]月31日まで

1月31日まで

]月31日まで

3月17日まで

3月]7日まで

3月31日まで

■利率 :160%(｀ F成 25年 11月 14同 現在)
※ⅢI竹t・竹t言に人不要 (保証協会の保証も不要)
米1也に練″|じ区の利 丁術ネ合40%(3年 間)
※利用できる方 i従来貝 20名 以 下ti有米 サービス業5ケ1以卜|

※ 1年 以 li手業を行っている方
※rシ〔食米の設ll資金も利用可能

◇木融資は打に会議所の打1門で 1本政策金融公lrl.ょり車業資
金として貸し出しされますが、杯4卜の結果、ご希望に添え

なt こヽとがあります。

窓口専門相談 公出F 掃ムl i け; 垢樹花ネ料時培皆管キ
てお! ) ます

【法作村1談】毎月第1金幌H ′「
1後1時 ヽ4時 (30分 単位)

相手炎員 :オ言告十 打1言炎無十1

【税務州1談】 1)1  ヽ 3月  イげ月第2第 4火‖]乱|
4 月ヽ1 2 月 〔8 月体) 毎月第2 火日程H
′
li後11寺ヽ 41+(30分 単位)
相手ブヽ貞 :わをメL ir ttH言ケヽ仲十1

【‖‖|合ヽわせ先】 東京商 に会議所ネⅢ″甲5支部
ネ't馬区草 「1122310練 馬産業公偵11性|
T E L i 3  9  9  4 - 6 5 2 1   F A X : 3 9 9 4 _ 6 5 8 9

会員の皆様へ ～    無

堪会のホームペー斬こ酬 要もぞLンクしませんボ啓
会員名ア ドレスをご記入のうえFAXで お申込下さい。

練馬西青色申告会 担 当 :大北  FAX 03-538フ ー6222


